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CP-SAR搭載近赤外カメラと画像抽出用フィルターの開発研究（その1)
Development of Near-Infra Red camera and analysis of filter specification for GP-SAR 

大前宏和（鎌式会栓センテンシア｝．三宅俊子（予叢文学文学院に ヨサフアツトテトオコスリスマンティヨ（干葉文学｝ ，西尾文彦（干3巨大学名普敏侵）
H同 胞zu Ohmae (Sen悼nclac。.L凶.），T闘 hikoM』yake(Chl凶 Univ.),Jo回 phatTetuko Sri Sumantyo(Ch胸 Univ.), Fumihiko Nishio (Chiba Univ.) 

はじめに
これまでCP-SAR衛星の繕載カメラに関して、
(1）可視カメラの繕載可能性とその機器仕様決定のための倹討

(2）波長別デーヲ化のための安価なフィルヲーの獄作検討
(3）イン9ーフェース｛以下、 1/F）、特に通信方式との関係

についての開発検討を行って来た。

昨年度はCP-SAR繕載カメラについて、可視カメラに加えて熱赤外カメラの浴載検討を行ったが、ハードを用いての嫁像は、弊社保有熱赤外カメラを使用するなど、その
tit験画像デ一台取得に関しては制約の中での取得となった。そこで、今年度はUAV繕訟を含めて安価に入手できるNIRカメラを用いて画像取得を行い、第電車可能なNIR

カメラに必要な仕線、特にフィJレ告リングの仕織についての検討を行うことを目的としたが、一方画像の対象を積雪として‘その反射特性について解析を行い、 CP-

SAR裕載カメラとしてリモートセンシングへの活用への貢献も目的のーっとした。

以下に、VIS/NIRカメラで取得した画像から積雪の反射特性について考察した検討内容を記載する。

（積雪を対象としたのは、デー舎が登富にあったためと積雪の（なんらかの事象に絞った）指標化ということは明確には行われていないためである。ここでは、先の目標で
はあるが、雪崩の早期発見などの指標化を懇定している）

Key word CP-SAR，フィル9一仕線、斜面積雪の反射特性、積雪指標

量産望E肉軍事・厳軍について
目的1・CP-SARI二搭載可能な近赤外カメラの開発検討、仕線、及び物理量抽出に適したNIR、VIS

フィルヲー仕様、組合せを検討する。

目的2狭繕滋フィルヲーをセットしたカメラで取得した画像から積雪の反射特性について解析を行い
、積雪特性を主とした湯合の箔載カメラのフィJi,11ー特性を検討する。

1. UAV、小型衛星の搭載を考慮したNIRカメラの仕織を調査し、画像を取得する。

① NIRカメラの仕絡を鈎査し、購入の検討条件としてまとめる。（来）
② NIR画像、VIS画像を取得

2.取得画像の評価を行う。

① VIS/NIRフィルヲーを用いて積雪画像を取得する。
② 画像解析により積雪の反射特性を考察する。
3.CP SAR、UAV用フィルヲー仕線検討

① 斜面積雪の反射特性を得るためのNIR及び可視フィルヲー仕係（波長帯域など）検討

② 倦践に関する課題・問題点の洗い出し（禾）

検討内容と結果

(1）カメラ取得冨像

－使用した狭帯減フィル9ーは以下の通りであった。
443nm, 460nm, 545nm, 667nm, 865nm（今回の解析は545nm,667nm,865nmで、室内実験波長に

合わせた）

・取得画像は、pixelX pi肥 ｜

－北海道 サロマ湖南西の積雪斜面
・観測角度は、 鉛直Odeg,+ 7 .Sdeg，ー7.Sdeg,22.0deg 

(2）取得画像の解続
以下の械な取得画像のある範囲（ー）のpixelのON値をplotし、自板（・）との比をとって反射特性

としfニ。
↓段差面で太陽光により明るくなっている

Reflecti。nE。efficientof snow 

使'111/6.材について
撮像に使用したVIS/NIRカメラ機材の仕綴

・ii皮長域：750nm陶 980nm

（検出素子×カットフィルヲ－xレンズ）
．非冷却
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図4室内実験から算出した輝度と斜面傾斜角図3反射特性測定値と観測角度

現状では、野外測定値については太陽高度の補正、室内実験でも、光源の補正などが不十分な
ため、斜面積雪としての明確な特性を把握できていない（特に室内実験）が、 ；皮長特性に関しては

野外測定値には有意な差があると思われる。室内実験においても斜面角度が大きくなると波長に
よる差異が大きくなる傾向がある。

Reflecti。nc。efficientof snow 
図5

反射測定値
の

波長特性

考書Eおよび今後の検討について
1.同時に行った分光観測結果を比較すると の方が平面積雪よりも雪質（マこしまり、＋新雪）の差異が大きく出ている。

2 斜面積雪の反射特性を観測し、 NOVIのような指標＝斜面倹算係数を求める（雪崩などの斜面災害に貢献）方向を検討している。 ご
また、図1の平面積雪反射特性図に相当する斜面傾斜角に対応する特性図を構築して行く事を検討している。

3.フィル9一仕様としては、積雪粒径が変わっても余り反射率に変化のない｛図1、図S)SSOnmを基準として、800nm以よの斜面積雪の形状特性差が出やすい800nm～
900nm辺りの2種を組みあわせることで、斜面特性などが見出せるのではないかと考えている。

4.太陽高度との関係については、今回は詳細に検討が進められなかったので、今後は白板デ－11の太陽高度による補正を行って行く予定である。

局傷害：千葉大学 環境リモートセンシングセンヲーから、共同研究のための資金支媛を受けました。 本ポスヲーについてのお問い合わせ先は、大前宏和まで
本研究における一部の画像取得が可能となりました。ここに記して深く感謝いたします。 Email : ohmae@sentencia.co.jp 


	035



